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国際物流と貿易の未来を考える
「学生フォーラム」

【日時】 2024年３月11日（月）（於：東京税関 本関）
【開催主体】 ＜主催団体＞

財務省関税局、（一社）日本通関業連合会、東京通関業会、
（公財）日本関税協会、輸出入・港湾関連情報処理センター（株）
＜協力団体＞
（一社）日本貿易会、日本機械輸出組合

【参加校】 亜細亜大学、大阪経済大学、高崎経済大学、高千穂大学、千葉大学、
中央大学、津田塾大学、東京国際大学、富山高等専門学校、福島工業
高等専門学校、福知山公立大学、明治大学

【参加者数】 ＜予選会参加者数＞78名・20チーム
※予選会は書面審査

＜本選参加者数＞67名・18チーム
－ 本選発表チーム：37名・10チーム
－ その他の参加チーム：30名・８チーム

【審査員】 ＜審査員長＞
長谷川 聰哲（中央大学 名誉教授）

岩田 伸人（青山学院大学 名誉教授、（公財）日本関税協会 理事）
遠藤 正寛（慶應義塾大学 教授）
岡藤 正策（一社）日本通関業連合会 会長）
平松 均（輸出入・港湾関連情報処理センター(株)  代表取締役社長）
奈良井 功（財務省関税局 総務課長）







回答数
25名

アンケート結果
（集約版）

・学生フォーラムの評価

・参加して…

学生フォーラムの開催意義
• 専攻を深めることができ、他学の意見も吸収できた。
• 普段意識しない事を自ら問題意識を持って研究し、考

えるきっかけを得られた。
• 国際物流や貿易関連の職に興味を持った。
• 研究を評価いただける場はありがたい。
• 財務省、税関職員や大学教授の方々からのご意見伺え

たことで、研究の展望が見出せた
• 学生が税関や物流業界を知る良い機会で、就職先に選

ぶきっかけにもなり得る。
• 学生目線からの新鮮なアイデアが、国の法や活動へ影

響を与える可能性がある。

60％40％

有意義 非常に有意義

良かった 非常に良かった

税関の認知度
24％

全く知らなかった
名前は聞いたことがあった

税関に対する印象の変化
84％

良い印象に変わった

学生フォーラムに参加して良かった点
• 自らのキャリアプランに国家公務員もありかなと思うようになったのは大きかった。
• 全く知らなかった税関の仕事や、海外を含めた物流を間近で見ることができた。
• 実際に税関の若手職員と話ができる機会が非常に良かった。より近い感覚や目線で、

就活のエピソードや実際に働いて感じたことなどを聞け、自分の進路を考えるヒント
をもらった。

• 若手職員の方々は気さくな方が多く、職場の雰囲気の良さが伝わってきた。

次回に向けて出された意見
• 学生からの質問時間や討論時間もあれば面白い。
• 研究発表についての質問は、もう少し時間があっても良いのではと思った。
• 予選会の結果発表の期間から、本番までの期間が少し短いと感じた。
• 実際の税関職員が働いている現場の視察があるとよい。
• 開始の時間が早すぎて、遠方に住んでいる人が非常に大変だった。
• 審査員からチームに向けて何かしらの形でフィードバックがあると嬉しい。

学生フォーラム参加後

24％ 76％



AM
午前 職場見学：東京外郵出張所、FedEx



PM
午後

主催者代表挨拶、審査員の紹介、
各グループによる研究発表会



PM
午後 若手職員との交流会



亜細亜大学 国際関係学部

「久野ゼミ」

＜テーマ＞
サプライチェーン強靭化に向けた輸
入統計のあり方
～新たな貿易統計プラットフォーム
の構築にむけて～

中央大学 経済学部

「とろけるチーズ班」

＜テーマ＞
チーズの貿易自由化と生産者保護

津田塾大学 総合政策学部

「ゆきのこ」

＜テーマ＞
日本の水素技術における海外市場開
拓の可能性

PM
午後 結果発表、表彰、講評、記念撮影

★最優秀賞

◎優秀賞

◎優秀賞



福知山公立大学 地域経営学部
「林として弓」
日本の弓道文化を世界へ
〜日本製弓具の輸出入規制と品目分
類について〜

富山高等専門学校 国際ビジネス学科
「らいちょう」
エキゾチックアニマル 密輸の現状
と課題

高崎経済大学 経済学部
「梅島ゼミナール」
貿易における越境ECの分類
～モノかサービスか～

東京国際大学 商学部
「Export Sphere Researchers 
(ESR)」
日本の輸出多角化に関する研究
－貿易データを用いた分析 ｰ

PM
午後 結果発表、表彰、講評、記念撮影

〇特別賞

敢闘賞

敢闘賞

敢闘賞



千葉大学 法政経学部
「伊藤ゼミ」
＜テーマ＞
港湾の効率性

富山高等専門学校 国際ビジネス学科
「Latte」
＜テーマ＞
知的財産侵害物品対策の活動について
ーYKKのB.P.P.活動を中心としてー

福島工業高等専門学校
ビジネスコミュニケーション学科
「タカギーズ」
＜テーマ＞
日本の地理的表示登録産品の輸出に向
けて

PM
午後 結果発表、表彰、講評

敢闘賞

敢闘賞

敢闘賞

講評

インタ
ビュー



共催・協力
団体 機関誌記事

（公財）日本関税協会：貿易と関税（2024年５月号）

（一社）日本通関業連合会：JCBA（2024年５月号）

（一社）日本貿易会月報（2024年５月号）



財務省 ファイナンス記事

ファイナンス（2024年５月号）



各参加校 ホームページ記事

●亜細亜大学HP
●東京国際大学HP

●福島工業高等専門学校HP

●福知山公立大学HP

●津田塾大学HP
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